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文化・芸術の催し

問い合わせ＆会場　谷崎潤一郎記念館　☎23-5852/穐38-3244
（〒659-0052 伊勢町12-15）

谷崎潤一郎記念館
谷崎潤一郎記念館の催し

阪神名勝図絵と青山政吉
描かれた神戸・大阪

《阪神名勝図絵》は、大正時代の阪神間の景観を描いた版画です。当館初
展示の青山政吉は、芦屋や西宮の風景を水彩で描きました。

■期間　４月13日～６月30日

美術博物館の催し
芦屋市立美術博物館

問い合わせ＆会場　美術博物館　☎38-5432/穐38-5434
（〒659-0052 伊勢町12-25）

【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）【休館日】月曜日（祝日の場合は、

その翌日）ただし、４月27日～５月６日は開館。５月７日（火）は休館　【観覧料】一般500

（400）円、大高生300（240）円、中学生以下無料　※（　）内は20人以上の団体料金※高齢者

（65歳以上）および身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの人とそ

の介護の人は各当日料金の半額

《阪神名勝図絵　蘆屋》
　　　　野田九甫画 大正６（1917）年
　　　　  （芦屋市立美術博物館蔵）

《芦屋川畔》青山政吉画 平成２（1990）年
　　　　　　　　　　（芦屋市立美術博物館寄託）

講演会「阪神間モダニズム～その源流と伏流水」
芦屋市文化ゾーン連携事業

芦屋の文化的特色である阪神間モダニズム。美術・歴
史・文学の発信拠点である芦屋市文化ゾーンで河内厚
郎氏が講演します。

■日時　４月14日（日）午後２時～３時30分　
■定員　80人　
■講師	 河内厚郎氏（評論家・文化プロデューサー）
■料金	 要観覧料
■申し込み　当日、直接会場へ 河内厚郎氏

スキャンダルの主人公として、
何度か世間を騒がせた文豪谷
崎。また表立たずとも、醜聞めい
た人間関係の中に少なからず身
をおいた。そんな谷崎をめぐる
危うい人間関係と名作誕生と
の関係性にご注目ください。

■期間　４月13日～６月30日

◀昭和５年８月「妻譲渡事件」の際の

　谷崎潤一郎（右）と佐藤春夫

スキャンダル―噂の文豪―

芦屋市谷崎潤一郎記念館平成31年春の特別展

【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）

【休館日】月曜日（祝日の場合は、その翌日）３月25日～４月12は展示替えのため休館

【観覧料】一般300（240）円、大高生200（160）円、中学生以下無料　

　※（　）内は20人以上の団体料金※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・精神障

　　害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの人とその介護の人は各当日料金の半額

　※特別展は料金が異なります

赤井稚佳　柴崎友香  作「待ち遠しい」を描く
新聞連載の挿絵を展示

芥川賞作家の柴崎友香氏が大阪を
舞台に３世代の女性の関係を描い
た小説「待ち遠しい」。新聞連載で挿
絵を担当した赤井稚佳氏の絵を展
示します。大阪弁の会話が響き合う
柴崎作品の心地よい世界を楽しん
でいただきます。

■期間　３月13日～ 24日
■料金　要観覧料赤井作品「待ち遠しい」

癒しの仏画を描きましょう
仏画講座

■日時　５月11日（土）～毎月第２土曜日
　午前10時30分～午後０時30分
■定員　10人　
■講師	 阿藤無華氏（仏画師範）
■   料金	 9,000円（ ３ カ 月 分 ）あ る い は
18,000円（６カ月分）別途要教材費（各回
500 ～ 1,000円程度）

■申し込み　上記へ 聖観音

最初はやさしいお手本をなぞって色紙に
彩色し、描きおこしから、麻紙・絹本へと
徐々に荘厳な本格伝統仏画へと進む事も
できます。

【柴崎氏と赤井氏のトークショー】　３月16日（土）午後２時～３時
　　　　　　　　　　　　　　　　　先着40人　参加費1,000円〈観覧料込〉




